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トラック運転手に、落下物防止訴え
母娘死亡事故1年で
自動車点検基準を今月改正

点検項目にスペアタイヤの固定状況を追加

運転手には出発前や走行中の小まめな点検を呼び掛ける
２０１８／１０／１７（水） １３：００

岡山県の中国自動車道で昨年１０月、大型トラックから落ちたスペアタイヤに乗り上げて横転したトレーラーに

はねられ、母娘２人が死亡した事故から１８日で１年になるのを前に、中国運輸局や岡山県警高速隊などは、大型ト

ラックの運転手に落下物防止を呼び掛ける啓発活動を行った。

事故を受けて、国土交通省が道路運送車両法に基づく自動車点検基準を今月改正し、点検項目にスペアタイヤ

の固定状況を追加。啓発活動は改正基準を周知徹底するため実施した。

運転手には出発前や走行中の小まめな点検を呼び掛けるちらしも配った。

静岡県から広島県へ移動中だった運転手の男性（５４）は「出発前はスパナでスペアタイヤをたたいて緩みをチ

ェックしている。津山の事故以降は特に念入りにしている」と話した。

県警によると、県内の高速道で今年起きた落下物が原因の事故は９月末現在で１３２件（前年同期比４１件増）。死

傷者は出ていないが、積み荷の木材や脚立などに車が乗り上げる危険なケースもあったという。

車のタイヤ外れ、中学生にぶつかる
◇タイヤ・ホイル・ハブボルトの点検を確実に行いましょう◇

２０１８年１０月１７日 １２時１８分

１７日午前８時すぎ、小樽市見晴町の国道５号線で、走行中の乗用車から突然タイヤ１本が外れ、その後５０

メートルほど転がって近くの歩道を歩いていた中学３年の女子生徒の右太もも付近にぶつかりました。外れたの

は乗用車の左前に取りつけたスペアタイヤだったということで、警察の調べに対し女性は、「おととい本来のタ

イヤがパンクしたため業者に交換してもらっていた」と話しているということです。

工事現場にバックホーを運ぶ途中
荷台のバックホーと接触…

神社の鳥居が倒れ、トラックが下敷きに

運転していた男性・・・せき髄損傷する重傷

２０１８／１０／１７（水） １８：０４

１７日午前８時すぎ、福岡県で、トラックが神社の鳥居の下を通過しようとしたところ、荷台のバックホーと鳥

居が接触しました。鳥居は折れてトラックに倒れ込み、運転していた男性（６３）が頭などを挟まれたということ

です。男性はせき髄を損傷する重傷です。鳥居は高さ３メートルほどで約９０年前に建造されたということです。

男性は近くの工事現場にバックホーを運ぶ途中だった。


